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|『 河．１１１１１■、■・山四四ロー印ｗ‐Ｊ川，－叩－０１１’９‐０，．１－□ニロ。ｎ刊汕刊、－Ⅱ叩Ｉ川０’一Ｊ昨ＩＩＩＩＩユボⅦ⑪一・’９ｍＴＦ１Ｊｑ０９１‐ＩｊＩ‐』’ 戦後改革期艇業問題の構造論 説 農協組設立活発化」（辺・羽）、「入間郡坂戸町に早くも農協組」（蛆．１．Ⅲ）、「大里地区避協組設立を促進」（３．，）、
「挫協組の設立順調、役員も新人圧倒的」（４．１）というような農協設立が順調に進んでいることを示すものが圧倒
的に多くなり、六月には「農協組結成ほぼ千終る。総合三○六、菱蚕一一、畜産三」（６．３）となったのである。この
時期、農民組合運動が分裂もあって勢力を停滞させたのに対し、後の健政運動の母体となる腱協が大きな組織的勢力
と
し
て
各
地
に
順
調
に
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
農
業
問
題
の
構
造
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
く
一
つ
の
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
られよう。
気
に
異
変
、
半
佳
（５．邪）、「田
顕著に増える。
一九四六年から四七年初頭にかけての農村政治危機は、供出問題・避地改革・村政民主化等の課題に祇極的に取組
む農民組合勢力の前進を基礎にもたらされた。しかし、「農地改革期」は、食細危機が解消の方向を明確にし、農地
改革も順調に進行するという環境変化の中で、農民組合勢力が分裂し、その政治的影辨力を減退させる形で農村政治
危機は収拾の方向に向う。敗戦直後から股大の農業問題と意識された食糧問題が輸入食紐の放出もあって解決の方向
を明確にし、懸案の土地問題も挫地改革によって基本的に解決するのがこの時期であり、そのことはとりもなおさず
農業問題の構造が変化しつつあったことを示唆していよう。より具体的にいえば腱村にとっての食糧問題は、肥料も
農機具も不足する中で、少ない生産物を「如何にして多く供出するか」ということから、多少の「余裕」を基礎に
「如何にして有利に生産物を処分するか」ということに重点を移行させたのである。また土地問題も自作艇化という
方向で地主的土地所有が解体され、土地所有をめぐる緊張が基本的に解消する形で解決し、これに代って自作鰹的土
地所有の上に成立した幽民経営をめぐる諸問題へと焦点は移行する。その意味では、「農地改革期」は、農業問題が
食糧・土地問題から農民経営問題へと移行する画期であったともいえよう。事実、『埼玉新聞』記珈に占める「艇村社
会」の割合はこの時期高まり、内容も「新麦と芋の生産費調査、麦石当り九五○円余、芋は賀当り三円五十銭、闇耕
作では其の一一一倍」（〃・６．ｕ）、「果して不当か世論に聞く、税が高いと農民憤る、畑一反の所得税が二千円」（７．
堰）、「処家も金につまる。ふえ出した預金引出し」（ｎ．７）、「水害地の挫家金に詰る」（“・２．９）、「大里の挫村景
気に異変、半年で貯金が激減、集めた衣類も交換所へ」（４．躯）、「米は最高二一一一○円、五月の県下ヤミ物価指数」
（５．邪）、「田植の手伝いは三食付百五十円」（６．４）というように、価格や税金、農村景気の動向に関するものが
食糀危機は解消したといってよい。
一九四八米穀年度から食糧事情は好転し、食糧危機は解消したと評価してよい。もちろん四八年七月には、「食粗
確保臨時措世法」を成立させ、供出の事前割当制、農業調整委員会の設世とその委員の公選制を発足させ、供出の促
（塑）
進をはかる。依然として輸入食粗に頼る部分が大きい以上、供出確保・促進は国際的な逝義上からも至上課題となら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
八
米
穀
年
度
か
ら
は
、
端
蝋
期
の
遅
配
・
欠
配
も
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こうした状況を反映し、『埼玉新聞』の供出関係記事も品は多いものの、「供出快速調の二合半領、早く引取ってく
れ、倉庫は満員嬉しい悲鳴」（妃．、・２）、「ぞくぞく供米」（伯・加・咽）といった供出好調を示すものが圧倒的に多
▽
、
く、四九年はじめの不供出者に関するものも、「摘発に驚いて完納」（３．ｕ）というように、摘発されると出すとい
「
農
地
改
革
期
」
は
、
戦
後
避
業
問
題
転
形
の
画
期
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
六
ま
と
め
に
代
え
て
一
九
四
八
年
七
月
以
降
ｌ
食
糧
危
機
土
地
問
題
解
消
後
の
農
業
問
題
Ｉ
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戦後改革期股業問題の1111造論 説 う性格のものであった。したがって、食腿をめぐる不正・犯罪も、「余裕」のでた食粗を闇で取引する零フローか－の
取締に関するものが非常に増えるのが特徴となっているのである。
次に農地改革関係記事は、四九年八月に行われた市町村挫地委員の選挙を除けば極めて少ないのが特徴であり、内
容的にも「農革・技術的段階へ、分合・区画整理に難点」（鮨．、血）、「合理的な交換分合へ、挫業経営の架団化を
目指す」（蛆・６．韮という農地改革以後の農業のあり方を示すものに比並が移っているのである。
（露）
また農民運動関係記事も、南埼玉郡栢間村での深刻な対立等を除けばほとんどなく、腱協の活動に記卵の重点が移
行したことは争いえない事実であった・農民組合が社会的勢力として大きく退潮していったことを雌認しえよう。
ても、地主・小作間の緊張関係が昂まるのは農地改革実施直前であったこと、改革実施過程で社会的問題として大き
、
、
、
、
く取上げられるのは、都市計画や公用地の処分という腱地改革法のいわば周辺部分であったという事実を踏え、挫地
改革の歴史的意義を再考察する必要があると思われる。
第三は、第一の食糧問題と第一一の農地改革の問題を統一的に把握する鍵として、腿民迎励・挫政運動の分析が決定
的に重要であることである。供出や農地改革をめぐり積極的に活動し、挫村政治危機をもたらす程の勢力になった農
民組合運動が何故農協等の農政運動にとって代られるのかを、農家経済の動向・農民意識の変化との関連で分析する
ことが、戦後改革期農業問題の枇造把握をする上での総括的分析という位置にならなければならないであろう。
われわれは、こうした作業、分析を通し戦後改革期農業問題の構造とその変化の歴史的意義を確定しうると考え
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
そ
の
後
現
在
に
至
る
農
業
問
題
と
の
歴
史
的
関
連
を
あ
き
ら
か
に
す
る
前
提
的
作
業
な
の
で
あ
る
。
第一に指摘しなければならないことは、新聞記事分析で示したよう庭戦後改革期の全期間を通じて食編問題のも
つ意味が極めて大きいことである・食糧危機からその解消へという過程が食糧問題のいかなる性格変化をともなって・
いるのか、そのことは農家にとっていかなる意味をもつのかを本格的に追求することは、当該期処業問題の性格把握
をする上での第一級の緊要課題といわなければなるまい。
第一一は、第一の分析を前提としつつ、改めて農地改革の戦後改革の中での位悩付の変化をあきらかにすることであ
る。とくに当初農村民主化とともに食細問題との関連で農地改革が位置付られていたことがあきらかである以上、食
籾危機とその解消という過程が農地改革の立案・実施の過程といかなる関連・対応関係にあるかを追求することは、
（頭）
当該期幾業問題の構淫垣とその変化を立体的に把握する上で不可欠のことと思われる。また、挫地改革自体に即して承
し、
。 以上の検討より、われわれは以下の点を確認し、今後の「戦後改革期」農業問題の本格的分析に倣えることとした
（１）食管制度一
七年、を参照。
（２）農政調在会『艇地改革に関する諸諭説』その日・口、一九五九年、を参照。なお拙稿「腱地改革」『日本史を学ぶ』５現
代、有斐閣、一九七五年）で、皮地改革研究の動向と論点について触れてある。
（３）体系的なしのとして、食柵庁『日本食糧政策史の研究』’’三巻、一九五一年、同『企糊符理史』総論１１Ⅲ、各論１１
Ｖ
、
各
論
別
巻
１
１
１
、
一
九
六
九
’
七
二
年
、
が
あ
る
が
、
研
究
論
文
と
し
て
ば
、
山
崎
春
成
「
食
紐
危
機
と
そ
れ
へ
の
対
応
Ｉ
峨
後
食
糊
政
策
小
史
白
ｌ
」
（
大
阪
市
立
大
学
『
研
究
と
資
料
』
二
号
、
一
九
六
○
年
）
、
同
「
藷
管
理
制
度
の
実
質
過
程
（
上
）
ｌ
峨
後
食
枇
政
簸
小
史（二）ｌ」（同前、’四号、’九六一年）、栗木安延「戦後食柵危機に関する考察ｌ占領改革の基礎過程１１」（専修大
学社会科学研究所『社会科学年報』第一九号、一九八五年）等、ごく限られている。
（
４
）
（
５
）
腱
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
『
腱
地
改
革
資
料
雌
成
』
第
一
巻
、
一
九
七
四
年
、
一
五
六
頁
。
（４）（５）腱地改革注
（６）同、’六五頁。
（７）現在、筆者が一
食
管
制
度
の
歴
史
的
展
開
過
程
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
ば
、
佐
伯
尚
美
『
食
管
制
度
ｌ
変
質
と
再
編
ｌ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
筆
者
が
主
宰
す
る
大
学
院
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
基
礎
と
す
る
「
農
地
改
革
研
究
会
」
で
は
、
埼
玉
兇
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
戦
後
改
革
川
座
284 285 
■＿ 
■
 
一瞬】』●畦い山』ｒ２】ＩＩＩＩい，Ｉｉ１叩串鈩Ｌｒ－トト・‐・川Ⅲ己Ｊ１←－町ロート
戦後改革期農業問題の柵造論 説
業問題を新たな視角から実証的に分析する共同研究を行っている。本稿も、この共同研究の一蝋をなすものであるがや近い将
来研究会として本格的な取まとめを行う予定である。
（８）埼玉県議会図書室所蔵のものを利用させていただいた。
（９）躯者を含む前記研究会のメソパーによる共同作業である．
、）前掲、『食糧管理史』各論Ⅱ、昭和別年代制度編、八一一’八九頁。
（、）四六年八月末現在で北海道六七・八日、東京一七・六日の遅配がみられたとき、埼玉はわずか○・○六日で全国で岐低であ
った。前掲、『日本食糧政策史の研究』第一一一巻、一一一一一八頁。
（皿）前記『日本食紐政策史の研究』によっても、「一一十年産米の生産高の統計それ自体の信用度が低」（一一一一一七頁）いとされて
おり、蕃保局の報告書「食糧危機の実情と問題点」（一九四六年五月九日）でも、「本年の実収報告には少なくとも五○○’六
○○万石の嘘があることは常識論」としている。前掲、『食糧管理史』九一一一頁。
（田）供出率は一九四四年には六一一一・七％であったが、四五年五○・○％、四六年四四・一％、四七年四九・六％で艇家保有趾も地
大している。前掲、山崎「食趣危機とそれへの対応」九六頁。
、）粟屋憲太郎編『資料日本現代史２敗戦直後の政治と社会①』大月幾店、一九八○年、一一一八四’四五七頁には、そうし
冠）前掲、『食糧管理史』一○八頁。
（咽）もっとも前年一月末の全国の供出達成率は四一％であるから、四六年産米の供出は全体的に好調であったといえる。
（Ⅳ）前掲、『食級管理史』一九○－一九一頁。
（肥）もっとも主食供給高は、全体として四七年より六五○万石以上増加しており、絶対的不足とするわけにはいかない。前
掲、『日本食糧政策史の研究』一一六九頁。
（田）四七年産米二○％供出者に限り、縁故者に一人一○蛇を限度として剛与することを認めた制度。
（卯）肥料や衣料の特別配給を条件に、農家一戸当り一一一升の救援米を拠出させようとする制度。
（Ⅲ）四六年産米の一月末供出達成率は七一一・九％であったが、四七年産米は九○・七％であった。
（皿）この「規則」では、居住区域外の処地の所有・耕作の現況を把握する第一号申告劃、村内股地の所有、耕作の現況を把握
する二号申告書の他、一九四五年一一月一一一一一日以降の耕作者の移動を把握する第一一一号申告識、四五年一一月一一一一日以前の耕地
の貸借関係を把握する第四号申告害の提出を義務付ており、これが地主の土地引上防止に果した役劉が大きいとされる。峻地
（躯）栢間村での農地委員会を舞台とする地主・小作の深刻な対立は、腿協設立をめぐっても継続し、結局栢間処協（農民組合
派）と棺間第一農協（地主派）に分立する。この事例は、戦後改革期農業問題の構造を考察する上で重要と思われるので、現
在
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
分
析
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
（恥）占領軍の対日農業政策のあり方から、農地改革・食糧政策・艇業団体政策の三分野の相互関連をあぎらかにしようとした
分析として、岩本純明「占領軍の対日農業政策」（中村隆英編『占領期日本の経済と政治』東京大学出版会、一九七九年）が
ある。
秀、会埼玉卵協識会・埼玉県艇業復興会誠共編『埼玉鼎艇地改革の実態』’九四九年諺二一五頁。
（”）艇民組合五十周年記念祭実行委貝会『挫民組合五十年史』御茶の水漕房、一九七一一年、一一一六八’一一九六頁。
（皿）四七年度一八九万トンであった輸入食糧は、四八年度一九一一一万トン、四九年度一一六七万トンと湘加する。前掲、『食糧管
た事例がいくつも挙げられている。
理
史
』
五
五
二
・
五
七
九
頁
。
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